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和文概要 

本発表では、2つの代表的な市販 GNSS受信機を利用した移動体高精度測位実験の報告を行います。2

つの受信機は測量級の多周波受信機と低コストの 1周波受信機です。それぞれの受信機の特徴を比較

しながら検証します。下の図 1と 2に一般的な東京都市部における両受信機の瞬時 AR の RTK解をプ

ロットしました。場所は中央区の月島、勝どき付近の周回コースで 2周しています。道路の幅は比較

的広いですが、大きな交差点周辺は高層ビルが並びます。基線長は 2㎞以内です。測量級受信機の性

能が高いことは当然として（FIX 率が 84%）、低コスト受信機の性能がここ数年で向上していることが

わかります。10年ほど前では FIX 解を得ることが困難でしたが、ここでは 35%となっています。なお

低コスト受信機の最新チップでは、同様の条件でさらに 10－20%向上することが確認されています。

マルチ GNSS により、利用できる衛星が増加していることが一番の要因です。今後低コスト受信機の 2

周波対応受信機がでてくるとさらに性能が向上し、通常都市部では、現在の測量級受信機のように、

高架下以外はほぼ FIX 解を出せるのではと期待されます。当日の発表では、RTKの実験結果だけでな

く、PPP や IMU およびスピードセンサを統合した実験結果もあわせて紹介する予定です。 

 

Abstract 

Precise positioning tests using two representative commercial GNSS receivers are introduced. Figures 1 and 2 show 

the instantaneous RTK solutions of both receivers in the normal urban areas in Tokyo downtown. It is obvious that 

the performance of the survey class receiver is high, while the performance of the low cost receiver has improved 

in recent years. We will also introduce not only the test results of RTK, but also test results of PPP, RTK with IMU 

and speed sensor. 

 

 

 

図 1 低コスト受信機の RTK解          図 2 測量級受信機の RTK解 
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